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第 5 章では，交叉等傾角干渉縞，並びに zone axis pattern の微細構造の実験的，理論的検討を行
ない，実験的に得られた交叉等傾角干渉縞，及び zone axis pattern の微細構造は，理論強度分布と
非常に良い一致を見せることを述べている。又 暗視野像中の等傾角干渉縞の異常コントラストは，





















3) zone axis pattern の微細構造を，多波計算を用いて説明し，膜厚，並びに加速電圧依存性を，
実験的，理論的に検討し，さらに，分散面を用いて， zone axis pattern の微細構造を詳細に説明
することに成功している。
以上のように，本論文は，物性論的に重要な低次結晶構造因子の測定を，電子顕微鏡像により実施
する方法を開発すると共に，電子顕微鏡像コントラストの異常現象に関して，多くの新知見を得てお
り，電子顕微鏡学，材料物性工学，結晶学上，貢献するところが大きい。
よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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